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梵珠だより

ヤマカガシ（上）
　ニホンマムシ（下）青森県立自然ふれあいセンター機関誌

□ 行事レポート □
●梵珠の森・春のふれあいデー

　４月22日（土）・23日（日）
●梵珠山撮影登山～花の美しい時期に～

　４月30日（日）

●新緑トレッキング 梵珠山～梵珠大滝～三宝の松
５月７日（日）

●ぼんじゅ春の写真展
　５月20日（土）～６月25日（日）

●梵珠山横断トレッキング
　６月４日（日）

●初級トレッキング教室 in 梵珠山
　６月25日（日）
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● ナツハゼ 齋藤 信夫（青森自然誌研究会）

　梵珠山ではあまり出会えない木本類の一つにナ
ツハゼが含まれる。私の知っている生育場所はサワ
グルミの道沿いにあった。私の梵珠山歩きは登山
道沿いに限られているため、出会える植物も限定さ
れてしまうが、林に分け入ったならば、きっと、もっ
と多くの場所で会えていたのかもしれない。
　2022 年６月 15 日発 行 の ネットワ ー ク 梵 珠
Vol.31, №６の２ページ目（通算ページで 2464）
の梵珠山自然観察・発見ノートにナツハゼの花の写
真が載っていて、つい嬉しく思った記憶がある。後
日、その写真の撮影場所をセンター職員の後藤千
賀子さんにお伺いしたところ、マンガンの道周辺だ
という。そこは把握していなかった場所だったので、
やはり職員の方々は梵珠山を広くご存じだなと改
めて思った次第だ。
　それにしてもナツハゼは私が植物に興味を持ち
始めて以来、初対面はそんなに早い頃ではなかった
し、森林の植生調査でも頻繁に出会っていた植物で
もなかった。図書などでは日本全国に分布するよう
に紹介されているが、ひょっとしたら広分布の割に
は局部分布の植物なのかもしれないと思っている。
　サワグルミの道沿いでの生育場所は、ブナやミ
ズナラが混じる南向き斜面で、一緒に生える植物

にホツツジ、マルバマンサク、ヤマツツジなどの、
どちらかというと乾燥気味の場所に多い木本類と
一緒であることを考えると、少なくとも湿った場所
は好まない種なのであろう。
　ところで、サワグルミの道沿いでナツハゼに出
会ってから、毎年数回はそこを通ってきたが、
2021 年までは一度も花や果実の確認はできなかっ
た。そのため、花を咲かせる樹齢までまだ生長して
いないのだろうと思いながら、花に出会える年を楽
しみにしていた。その思いが届いたのか、2022 年
にようやく花と果実を見ることができた。その個体
はそれまで観察してきた個体とは違っていたため、
これまで見落としていた可能性を否定できないが、
やや白みがかった花を咲かせ、その後、黒っぽい果
実をつけた。これで安心である。若い頃の私だと、
果実を見るとすぐ味見をし、その酸っぱさを含んだ
甘味を楽しんだりしていたが、今では鑑賞するだけ
で終えている。
　どこに書かれてあった文章だったか忘れたが、ナ
ツハゼは大きさが２ｍほどになるまでは 15 年を要
するという。
　サワグルミの道沿いのナツハゼがこれからも成
長し続けることを願うばかりである。

花を咲かせたナツハゼ（2022 年 6 月 23 日） 落葉後のナツハゼの果実（2022年10月31日）
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シラネアオイ

●シラネアオイ［白根葵］シラネアオイ科 長尾 キヨ（津軽植物の会）

　山の雪解けを待つかのように花茎の先
に淡赤紫色の花を一つ咲かせる。「本当に
山草なの」と言いたくなる程大輪で雅な
花である。
　朝露を含んだ満開のシラネアオイに
会った時、夢中になってシャッターを押
したのは随分前のことである。
　シラネアオイは、ほかに近似種のない
日本固有の植物である。花のつくりが原
始的な植物でキンポウゲ科に分類されて
きた。しかし果実の裂開法や種子の形・
染色体の数・成分などいろいろな点から
みて、キンポウゲ科に入れることは不自
然だといわれ近年では一種だけであるが
シラネアオイ科に独立させられている。
一科一属一種という貴重な特産種である。

　中部地方以北の雪の多い地方の林の縁
や林床また雪渓や雪田のそばなどにも生
える。高さ 15 ～ 40㎝程で花茎には 2 ～
4 枚の茎葉と基部にはふつう一枚の根生
葉がある。葉身は大きく 5 ～ 11 裂し鋭
い鋸歯がある。5 ～ 7 月一個の大型の美
しい花が茎の先端につき傾きかげんに開
く。萼片は 4 枚長さ 3.5 ～ 4.5cm 淡赤紫
色で花弁状。花弁はない。雄しべはひじょ
うに多く葯は黄色、雌しべは 2 本基部で
合着。まれに白花もみられる。
　冬の乾燥と夏の暑さを嫌うため北海道
に最も多く自生するが、本州では北関東
から東北地方の亜高山帯の半日陰の場所
にも比較的多く見られ、日光白根山や岩
手山の大群落が有名である。この白根山
に多く産し、花や葉がタチアオイに似て
いることからシラネアオイの名がついた。
　アオイ科のフヨウに花が似ており山に
咲くので「ヤマフヨウ」「ハルフヨウ」と
も呼ばれる。津軽では「ヤマボタン」と
呼んでいる。
　掌状の葉とのバランスがよく春に咲く
山野草の中でも最も美しい花の一つであ
るといいたい。
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● 梵珠の野鳥 針生 倖吉（日本野鳥の会青森県支部顧問）

　梵珠山で確認されている野鳥は、33 科、
103 種で、（留鳥、夏鳥、冬鳥、迷鳥等）毎
年確認される種が増えております。これは
センタースタッフの識別能力が向上してい
ることの証しです。
　今後はアマツバメ科のアマツバメが加わ
ることでしょう。上空を高速で飛翔するた
めにハリオアマツバメとの比較が非常に困
難な種ですから。

〇早朝の鳴声シャワー
　20 数年前に梵珠山の子供の森広場（現在
の六角堂付近）で A 高校登山部の合宿がな
されておりました。その頃は WC や水場も
あり幕営には最適の場所でした。A 高校は
青森駅より大釈迦駅へ、そこから徒歩で全
装備を背負い梵珠山へ向かい、サワグルミ
コースで山頂へ、さらにマンガンコースを
下山し、再びサワグルミコースを登って子
供の森にて設営、宿泊という強行軍でした。
さて、明朝も夜明け前のことです。生徒は
熟睡中でしたが顧問の K 先生は森全体を会
場とする野鳥の鳴声シャワーの目覚しで起
こされてしまったとのことです。
　私としては何と羨ましい事象でしょう。
未だに経験の無い事象ですから、今年こそ
経験してみたいものです。
　登山口よりサワグルミコースを経て六角
堂に至る道は、谷川の木々の枝に止まってさ
えずる野鳥の姿を上から見られる最高の道
です。

〇ヨタカの君は？
　友人の体験です。夏の日に釈迦堂の広場
で幕営を楽しんでいたときのことです。飲
食も終わり寝袋に入りウトウトし始めた頃、
遠くでコノハズクの仏法僧（ブッポウソウ）
という声が聞こえ幸せな夜となるはずでし
た。
　突然テントの上方でキョキョキョキョ。
ヨタカの鳴声です。ヨタカかしばらく振りだ
なと思っていたが、なかなか鳴き止まない。
　我慢出来なくなりテント周辺の小枝を拾
い樹上のヨタカ目掛けて投げてみたが、
ち ょ っ と 遠 の く だ け で 又 キ ョ キ ョ キ ョ
キョ・・・。
　仕方なく寝袋を持ち避難小屋へ逃げ込ん
で朝を向かえたということでした。
　明朝テント撤収を始めたらテント周辺が
綺麗に片付いていたそうです。酔眠状況で
ヨタカの君と戦っていたのでしょう。
　ヨタカの落鳥体を時々拾得します。車社
会の被害鳥としては多い種と言えます。

ヨタカ（オス）翼の先に目立つ白斑がある
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観
察
で
き
た
も
の

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
ア
ナ
グ
マ

エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
・
ミ
ゾ
ソ
バ

ヤ
ブ
タ
バ
コ
・
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
・
イ
タ
チ
・
タ
ヌ
キ

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
・
タ
ヌ
キ
・
ク
ズ

ヒ
グ
ラ
シ
・
リ
ス
・
タ
ヌ
キ

ア
カ
ネ
ズ
ミ
・
リ
ス
・
コ
ノ
ハ
ズ
ク

オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
・
ヤ
ブ
マ
メ

ル
リ
タ
テ
ハ
・
タ
ヌ
キ
・
リ
ス

ニ
ホ
ン
ザ
ル
群
れ
（
約
20
頭
）

オ
ニ
ヤ
ン
マ
・
タ
ヌ
キ
・
リ
ス

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
エ
ゾ
ゼ
ミ
・
リ
ス

ハ
ク
ビ
シ
ン

キ
ツ
ネ
・
リ
ス
・
タ
ヌ
キ
・
キ
ジ
バ
ト

エ
ゾ
ゼ
ミ
・
ア
カ
エ
ゾ
ゼ
ミ
・
カ
ケ
ス

オ
ク
ト
リ
カ
ブ
ト
・
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

キ
ト
ン
ボ
・
リ
ス
・
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン

イ
カ
リ
モ
ン
ガ
・
ア
ナ
グ
マ

オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
・
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル

カ
ケ
ス
・
キ
セ
キ
レ
イ
・
ク
ル
マ
バ
ナ

ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ア
カ
ネ
ズ
ミ
・
キ
ジ
バ
ト

ヒ
ガ
ラ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

エ
ナ
ガ
・
コ
ガ
ラ
・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
・
ア
キ
ア
カ
ネ

ア
カ
タ
テ
ハ
・
コ
ゲ
ラ
・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
・
ノ
コ
ン
ギ
ク

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
・
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
・
エ
ゾ
ゼ
ミ

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル

天 金 ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☂ ☀ ☂ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☁ ☁ ☀ ☀ ☁ ☀ ☀ ☁ ☀


